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 仲里 泰一
なかざと たいいち

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

タ
イ
ト
ル「
書
」

つつい

筒井ジャクソンさん
（与那原東小5年生）

きんじょう そうすけ

金城  颯助さん
  （与那原小5年生） 

ヒーロー・ヒロインインタビュー

第42回 与那原大綱曳まつり

与那原大綱曳の支度に選ばれた時と
本番前の気持ちは？

金城さん：去年も参加したしウマチー綱もやっ

た。大綱に乗ってみるかと聴いてビックリした

けど、やりたいな～って。今日は朝から緊張して
いる。

筒井さん：何回も参加してて去年六尺の衣装を

着て太鼓を叩いた。楽しみ。

Q

No. 号142
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和６年９月１日発行

６月定例会  一般質問3P

与那原町議会基本条例11P

議長活動報告・12月定例会日程・編集後期15P

金城颯助さん 筒井ジャクソンさん

令和６年度 第２回 議会定例会報告２P

16P ヒーロー・ヒロインインタビュー 

大綱曳のカナチ棒を前に　　　　　   子ども達
西

東

大綱に乗ってみてどうでしたか？

金城さん：怖かったけど楽しかった。来年は大

綱を曳きたい。

筒井さん：上から見て、人が蟻みたいに見え

た。来年はボラをやってみたい。

Q

西

東

将来は何になりたいですか？

金城さん：お父さんが料理上手で、自分もＹｏｕ

Ｔｕｂｅを見ながらお菓子を作る事が好きなの

で「パティシエ」になりたい。

筒井さん：ミニバスケットをやっているので、

将来はカイリー・アービング（ＮＢＡのダラス・

マーベリック所属）みたいになりたい。

Q

西

東

与那原町にお願いしたいこと

金城さん：今のまま、平和で犯罪のない良い与

那原でいてほしい

筒井さん：給食を美味しくして下さい。

Q

西

東

　大綱曳のまち与那原町の最大の神事「与那原大綱曳」の特徴の一つは、琉球の物語
の人物に扮した「支度」とよばれる男性が、大綱に乗って道ジュネーをするところ。今年の
旗持ちとして大役を果たしたのは、西が与那原小学校５年の金城颯助さん、東は与那原
東小学校５年の筒井ジャクソンさんです。体験したばかりのお二人に話を伺いました。

支
度

 

旗
持
ち

東西

し たく

いり あがりそうすけ

撮影 : 相羽としえ



　６月定例会は６月３日（月）～６月６日（木）まで開催され、報告１件、同意２件、承認３件、議案９件、
選挙１件が審議され、全て賛成多数で可決されました。

令和６年 第2回 議会定例会報告
令
和
６
年  

第
２
回 

議
会
定
例
会
報
告

審議議案と議決結果

令和５年度与那原町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報
告について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価員の選任について

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度与那原町一般会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度与那原町国民健康保険特別会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて
（与那原町税条例の一部を改正する条例）

総合行政システムサーバー等機器購入業務の契約について

沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

町道の認定について

与那原町家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

与那原町国民健康保険条例の一部を改正する条例

与那原町下水道条例の一部を改正する条例

令和６年度与那原町一般会計補正予算

令和６年度与那原町国民健康保険特別会計補正予算

令和６年度与那原町後期高齢者医療特別会計補正予算

南部広域行政組合議員※の選挙

報告第３号

同意第１号

同意第２号

承認第２号

承認第３号

承認第４号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

選挙第１号

報告

同意

同意

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

事件番号 結　果件　　　　　　　名

当選人
新垣真一

※南部広域行政組合議員
　市町村の枠組みを超えた行政サービスの維持向上と効率的かつ効果的な事務事業の推進を図るため、広
域的な視点から市町村が連携・協力し、円滑な事務事業を推進・展開する行政手法の考え方のひとつに「広
域行政」があります。組合議会の議員定数は20人とし、組合市町村の議会において議員の中から選出され、
事務事業について審議します。
（糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町及び西原町　各 2人　南風原町、渡嘉敷村、座間味村、
粟国村、渡名喜村、南大東村、中城村及び北中城村　各 1人）

与
那
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町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
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６
年
９
月
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沖縄戦の激戦地　運玉森頂上にできた平和学習広場

与
那
原
大
綱
曳
の

　
　
　
安
全
対
策
は

横
断
者
注
意
喚
起
灯
の

設
置
を
！

手
を
か
ざ
す
と
信
号
部
分
が
点
滅
し
運
転
手
に

注
意
喚
起
（
糸
満
市
）

い
が
、頂
上
の
広
さ
が
１
学
級
分
し

か
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、活

用
方
法
は
学
校
側
で
の
判
断
次
第
だ

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

今
年
の
来
場
者
数
を
、踏
ま

え
て
警
備
体
制
は
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。ま
た
、昨
年
は
ま
つ
り
終
了
後
に

交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
が
ど
う
対
策

す
る
の
か
。混
雑
に
よ
り
移
動
が
困

難
で
あ
っ
た
ま
つ
り
会
場
の
導
線
確

保
や
、ま
つ
り
の
終
了
後
に
人
が
集

中
す
る
出
入
口
の
安
全
対
策
は
ど
う

お
考
え
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

来
場
者

数
は
昨
年
並
み
の
６
万
人
と
予
測

し
、警
備
体
制
は
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
内
容
の
変
更
を
行
い
、警
備
員

を
増
員
、ま
た
与
那
原
警
察
署
へ
も

協
力
を
依
頼
し
安
心
・
安
全
に
開
催

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。渋
滞
問
題

に
つ
い
て
は
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
活
用

及
び
、行
き
先
別
の
表
示
物
を
設
置

し
駐
車
場
内
か
ら
誘
導
す
る
形
が
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。ま
つ
り
会
場

内
は
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
直
し
通
路
を

し
っ
か
り
確
保
す
る
。ま
た
、出
入
口

の
安
全
対
策
は
防
護
柵
を
取
り
外
し

式
に
変
更
す
る
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

質
問　

今
年
３
月
に
３
基
の
同
喚
起

灯
が
糸
満
市
に
設
置
さ
れ
た
が
、現

地
で
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、時

間
帯
に
よ
り
日
差
し
で
見
え
に
く
い

点
が
課
題
と
し
て
上
が
っ
た
が
全
体

と
し
て
は
車
が
停
ま
る
よ
う
に
な
り
、

以
前
よ
り
安
全
に
横
断
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。

課
題
へ
の
対
策
を
行
っ
た
上
で
学
校

付
近
等
に
設
置
で
き
な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

生
活

安
全
課
の
方
で
も
現
場
確
認
を
行
い

安
全
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。日
差
し
で
見
に
く

い
点
は
、ひ
さ
し
を
付
け
る
な
ど
の
対

策
を
含
め
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

運玉森「平和学習広場」の有効活用を
― 戦争の歴史から平和を学び恒久平和を願う広場へ ―

質
問　

平
和
学
習
広
場
の
意
義
と
今

後
の
活
用
方
法
を
伺
い
た
い
。ま
た
、

現
状
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
行
き
に

く
い
状
況
で
あ
る
が
、設
置
の
予
定

は
あ
る
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

平
和
学

習
公
園
が
あ
る
運
玉
森
は
、第
二
次

世
界
大
戦
の
激
戦
地
で
あ
り
、実
際

に
あ
っ
た
戦
争
の
事
実
や
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
、恒
久
平
和
を
考
え
る

重
要
な
場
所
で
あ
る
。平
和
学
習
や

平
和
教
育
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ

き
た
い
。駐
車
場
設
置
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
よ
り
予
定
地
関
係
者
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、本
年
度
、用
地
購
入

及
び
整
備
予
定
で
あ
る
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

子
ど
も
達
の

平
和
学
習
教
育
の
場
と
し
て
い
き
た

一
般
質
問

６
月
定
例
会

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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土
地
利
用
規
制
法
・
特

定
重
要
拠
点
等
、本
町

に
影
響
は
な
い
か

沖縄県議会議員一般選挙  与那原町投票率47.54％
（令和６年６月16日執行）

● 

自
衛
隊
基
地
周
辺
の
土
地

● 

国
境
や
そ
の
周
辺
の
離
島

● 

そ
の
他

【
土
地
利
用
規
制
法
】

日
本
の
安
全
保
障
上
、政
府
が
規
制
対
象

に
想
定
す
る
土
地

に
行
き
、
政
治
に
関
心
を
持
つ
若
者

が
増
え
る
こ
と
は
非
常
に
相
乗
効
果

も
あ
っ
て
、
良
い
こ
と
で
あ
る
と
思

う
。

質
問　

政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
で

沖
縄
県
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
問
題

の
中
か
ら―

。

　

① 

普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

　

 　

設
に
つ
い
て
。

　

② 

日
米
地
位
協
定
の
必
要
性
は
。

　

③ 

南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
に

　

 　

つ 

い
て
。

　

④ 

憲
法
９
条
に
つ
い
て
。

　

⑤ 

最
重
要
政
策
は
。

　

⑥
尊
敬
す
る
人
、政
治
家
、趣
味
は
。

　

ち
な
み
に
こ
の
調
査
で
は
尊
敬
す

る
人
、
政
治
家
で
一
番
多
か
っ
た
の

が
翁
長
雄
志
前
知
事
で
あ
る
。
私
が

今
回
注
目
し
た
の
は
、
最
重
要
政
策

の
中
で
、
今
回
の
予
定
候
補
者
で
一

番
若
い
30
歳
の
回
答
で
「
地
域
外
交

に
よ
る
平
和
構
築
沖
縄
を
再
び
戦
場

に
さ
せ
な
い
」
と
の
考
え
に
感
銘
し

印
象
に
残
っ
て
い
る
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

照
屋
町
長
　

　

① 

基
本
的
に
反
対
。

　

② 

改
定
を
強
く
必
要
と
考
え
る
。

　

③ 

専
守
防
衛
を
大
き
く
逸
脱
し
て

　

 　

い
な
い
か
議
論
の
必
要
が
あ
る
。

　

④ 

基
本
的
に
は
堅
持
の
立
場
。

　

⑤ 

与
那
原
町
第
５
次
総
合
計
画

　

 　

に
書
か
れ
て
い
る
施
策
全
て
。

　

⑥ 

稲
盛
和
夫
氏
。政
治
家
は
沖
縄 

　

 　

県
令
２
代
目
の
上
杉
茂
憲
候

　

 　

で
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
。

質
問　

ど
の
よ
う
な
法
律
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

土
地

利
用
規
制
法
は
、
自
衛
隊
の
基
地
や

原
子
力
発
電
所
な
ど
、
日
本
の
安
全

保
障
上
重
要
な
施
設
の
周
辺
な
ど
の

土
地
利
用
を
規
制
す
る
。
令
和
３
年

６
月
に
成
立
し
た
法
律
で
は
、
自
衛

隊
の
基
地
や
電
子
力
発
電
所
、
国
境

に
近
い
離
島
な
ど
を
注
視
区
域
に
指

定
し
、
国
が
土
地
や
所
有
者
の
氏
名

や
国
籍
な
ど
を
調
査
で
き
る
。
特
定

利
用
空
港
・
港
湾
は
有
事
に
備
え
て
、

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
、
航
空
機

や
艦
船
が
訓
練
な
ど
で
円
滑
に
使
用

で
き
る
よ
う
整
備
拡
充
す
る
空
港
・

港
湾
で
、
全
国
16
の
空
港
と
港
湾
が

指
定
さ
れ
、
沖
縄
県
で
は
那
覇
空
港

と
石
垣
港
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

県議選予定候補者69人が回答
― 政策アンケート調査（28項目）をどう考える！ ―

一
般
質
問

６
月
定
例
会

質
問　

予
定
候
補
者
の
政
策
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
全
体
的
な
感
想

と
島
尻
南
城
市
地
区
の
予
定
候
補
者

の
回
答
を
ど
う
お
考
え
か
。

照
屋
町
長　

島
尻
南
城
市
地
区
候

補
者
５
名
の
政
策
を
見
て
、
皆
さ
ん

が
自
分
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
南
部

あ
る
い
は
東
海
岸
の
発
展
を
う
た
っ

て
い
る
こ
と
に
非
常
に
心
強
く
感
じ

て
い
る
。

質
問　

島
尻
・
南
城
市
の
選
挙
区
に

は
、
若
い
30
歳
と
36
歳
の
二
人
が
立

候
補
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
政
治

へ
の
挑
戦
な
ど
も
含
め
、
若
い
二
人

に
何
を
望
み
、
ど
う
期
待
さ
れ
て
い

る
の
か
。

照
屋
町
長　

若
い
方
が
立
候
補
す
る

の
は
、
そ
の
世
代
の
皆
さ
ん
が
投
票 上 原　晃

うえ　　 はら　　  あきら

 議員

投票率
  男 47.26％
  女 47.81％
合計47.54％

有権者

男

女

合計

期日前 当日 当日＋期日前

7,264

7,861

15,125

1,832

2,086

3,918

1,601

1,672

3,273

3,433

3,758

7,191
与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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大
綱
曳
史
料
館
の

　

３
Ｄ
映
像
に
疑
問
符

お
も
て
な
し
が
で
き
る

国
際
人
づ
く
り

与那原大綱曳を体感できる大綱曳史料館の３Dシアター

嘉手納町立嘉手納外語塾での授業の様子

MICE供
用開始に

向け

外国語教
育を！

「
商
店
に
日
よ
け
を
つ
け
る
」
な
ど
、

若
者
の
提
案
を
形
に
す
る
支
援
に
使

え
な
い
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

事
業
化

の
可
能
性
は
あ
る
と
は
思
う
。

質
問　

観
覧
者
か
ら
「
大
綱
曳
本

番
映
像
が
２
回
戦
な
の
は
な
ぜ
」。

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

機
器

の
不
具
合
に
よ
っ
て
１
回
戦
目
の
撮

影
は
出
来
て
い
な
い
が
、
目
的
は
達

成
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

令
和
５
年
３
月
定
例
会
で
３

千
万
円
の
予
算
を
可
決
し
た
議
員
に

も
責
任
が
あ
る
。
一
番
大
切
な
本
番

で
あ
る
１
回
戦
が
不
具
合
で
撮
れ
な

か
っ
た
の
は
、
プ
ロ
と
し
て
い
か
が
な

も
の
か
。
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

照
屋
町
長　

町
長
と
し
て
は
現
時
点

で
特
に
答
え
が
な
い
。
今
後
様
々
な

意
見
、
話
を
き
い
て
み
た
い
。

質
問　

２
Ｄ
の
映
像
に
は
、
肝
心
要

の
大
綱
づ
く
り
が
な
い
。
な
ぜ
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

再
度

内
容
を
確
認
し
て
、
必
要
で
あ
れ
ば

作
成
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

映
像
の
説
明
展
示
が
な
い
。

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ロ
ッ
プ
も
、
大
綱

曳
を
初
め
て
見
る
方
に
は
理
解
し
づ

ら
い
内
容
だ
と
思
う
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

再
度

確
認
を
し
、
修
正
が
必
要
な
部
分
は

修
正
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
展
示
も

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

３
Ｄ
映
像
は
更
新
さ
れ
る
の

か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

コ
ン

テ
ン
ツ
の
更
新
は
可
能
な
の
で
、
映

像
、
編
集
の
追
加
に
つ
い
て
は
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
国
際
人
の
育
成
は
。

呉
屋
教
育
主
事　

全
て
の
学
校
に
外

国
人
指
導
助
手
を
派
遣
し
、
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
利
用
し
て
台
湾

の
生
徒
と
話
し
合
う
な
ど
、
外
国
語

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

提
言　
「
耕
す
土
地
が
な
け
れ
ば
頭

を
耕
せ
」
と
、
嘉
手
納
町
立
外
語
塾

で
は
２
年
間
の
授
業
料
を
町
が
負

担
、
外
務
省
主
催
の
「
ア
メ
リ
カ
で

沖
縄
の
未
来
を
考
え
る
事
業
」
に
も

参
加
し
て
い
る
。参
考
に
し
て
欲
し
い
。

ふるさと納税の有効活用を
― 大切な善意を人材育成に ―

一
般
質
問

６
月
定
例
会

相羽としえ
あい  ば

 議員

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
予
定
な
の

か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

保
育
士
の

確
保
が
必
要
な
為
、
今
年
度
中
に
就

学
や
就
職
支
援
金
な
ど
、
新
た
な
事

業
に
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

産
後
ケ
ア
の
利
用
回
数
を
３

回
か
ら
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

も
多
い
が
。

具
志
堅
健
康
保
険
課
長　

利
用
施
設

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況

だ
が
、
再
度
調
整
を
行
い
、
体
制
の

見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

商
工
会
が
立
ち
上
げ
た
「
沖

縄
未
来
建
築
塾
」
で
、「
座
れ
る
家

具
を
作
り
町
中
に
設
置
す
る
」
と
か
、

一
般
質
問

６
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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東
部
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
の
移
転
で
板
良

敷
山
側
の
開
発
を

綱
曳
は
神
事
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
る
な
！

県道糸満与那原バイパス通過予定の雨乞森

開
発
計
画
を
立
て
れ
ば
十
分
可
能
に

な
る
と
思
う
。
地
滑
り
地
域
や
急
傾

斜
地
も
あ
る
が
、、
そ
の
分
を
外
し

た
開
発
は
十
分
立
て
ら
れ
る
。
今
後

非
常
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
計
画

に
な
る
。
し
っ
か
り
構
想
を
温
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の

土
地
利
用
を
含
め
一
体
的
に
開
発
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

現
時

点
で
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今

後
土
地
の
処
分
方
法
や
跡
地
利
用
も

含
め
、
関
係
市
町
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

綱
曳
は
昔
か
ら
五
穀
豊
穣
と

町
民
の
健
康
、
地
域
の
繁
栄
を
祈
願

す
る
の
が
目
的
で
、そ
の
際
の「
口
上
」

は
正
式
に
残
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

と
考
え
る
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

２
０

０
５
年
３
月
に
教
育
委
員
会
に
お
い

て
発
刊
さ
れ
て
い
る
「
与
那
原
大
綱

曳
資
料
集
」
の
中
に
綱
曳
に
関
す
る

「
口
上
」
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
神
事
拝
み
の
祭
の「
口
上
」は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
大
綱
曳
実
行
委
員
会
と
「
口

上
」
の
意
味
内
容
も
含
め
、一
緒
に
ど

の
様
に
残
し
て
い
く
か
協
議
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

正
式
に
拝
む
場
所
は
幾
つ
あ

る
の
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

上
之

殿
・
宗
之
増
・
阿
地
利
世
主
・
御

殿
山
・
親
川
の
５
ケ
所
と
な
っ
て
い

る
。

提
言　

先
人
達
が
築
き
上
げ
た
与
那

原
大
綱
の
歴
史
あ
る
「
口
上
」
の
ウ

チ
ナ
ー
口
を
定
型
語
と
し
て
継
承
し

て
い
く
事
を
願
う
。

雨乞森の開発、造成で町を活性化
― 町域拡大で新たな市街地の形成を！ ―

一
般
質
問

６
月
定
例
会

質
問　

町
域
の
拡
大
と
土
地
利
用
の

見
直
し
で
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
地

域
で
あ
り
、
今
後
の
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

以
前
は

与
那
原
テ
ッ
ク
が
開
園
し
て
い
た
こ

と
か
ら
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
地
域

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
該
箇
所

は
県
道
糸
満
与
那
原
バ
イ
パ
ス
が
通

過
予
定
と
な
る
地
域
で
あ
り
、
道
路

整
備
と
併
せ
て
土
地
利
用
の
見
直
し

な
ど
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

今
後
検
討
す
る
。

質
問　

雨
乞
森
の
開
発
を
ぜ
ひ
実
現

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
が
。

城
間
副
町
長　

エ
リ
ア
分
け
を
し
、 識 名 盛 紀

しき　　な　 せい　  き

 議員

ウマチーの日に五穀豊穣と大綱曳の安全を祈願する実行員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
を
町
民
に
周
知

す
る
取
り
組
み
を
！

東
浜
の
温
浴
施
設
は

スポーツウェルネス建設予定地
（与那原町マリンタウン地区）

温
泉
が
で
る
と

温
浴
施
設
と
し
て
令
和
８
年

供
用
開
始
予
定

で
、各
学
校
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

質
問　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
後

継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

照
屋
福
祉
課
長　

定
数
33
名
に
対
し

て
現
在
は
26
名
で
、７
名
の
欠
員
と

な
っ
て
い
る
。国
・
県
の
委
託
で
５
月

28
日
に
は
１
名
を
追
加
し
、27
名
に

な
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

必
要
な
交
通
費
、活
動
費
な

ど
の
支
給
額
は
。

照
屋
福
祉
課
長　
年
間
６
万
７
８
０

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

町
民
が
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
う
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
方
法
は
。

照
屋
福
祉
課
長　

町
広
報
誌
及
び
町

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
す
る
。ま
た
、町
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
活
用
し
、町
民
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
活
動
内
容
を
周
知
す

る
。

照
屋
町
長　

日
頃
の
活
動
に
対
し
て

頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。私
も
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
Ｐ
Ｒ
に

参
加
し
た
が
、高
齢
者
独
居
老
人
な

ど
様
々
な
方
の
悩
み
、子
ど
も
達
の

不
登
校
に
も
関
わ
り
、日
々
活
動
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
我
々
の
福
祉
行
政

も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。行
政
と
の

橋
渡
し
に
感
謝
し
て
い
る
。活
動
資

金
と
し
て
の
予
算
が
ま
だ
ま
だ
足
り

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、町
と
し

て
し
っ
か
り
措
置
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問　

東
浜
に
温
浴
施
設
が
で
き
る

と
の
事
で
す
が
、本
当
で
し
ょ
う
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

現
東
浜
野

球
場
予
定
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス

拠
点
で
温
浴
施
設
設
置
の
提
案
が
さ

れ
て
い
る
。今
年
度
か
ら
は
、沖
縄
県

の
許
可
を
得
て
、温
泉
の
掘
削
を
行

い
温
泉
が
出
る
か
な
ど
の
確
認
を
行

う
予
定
で
あ
る
。そ
の
後
、令
和
８
年

度
に
は
温
浴
施
設
と
し
て
供
用
開
始

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

子ども達の未来のために歯を健康に
― ムシ歯予防のために「フッ化物洗口」の実施を！ ―

質
問　

生
涯
、自
分
の
歯
で
噛
め
る

こ
と
は
人
生
に
と
っ
て
非
常
に
大
切

で
あ
る
。乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え

変
わ
る
時
期
や
、ム
シ
歯
予
防
の
た

め
に
小
学
校
・
中
学
校
な
ど
で「
フ
ッ

化
物
洗
口
」を
行
う
こ
と
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
な
の
で
実
施
し
て
ほ
し

い
が
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　
「
フ
ッ
化
物

洗
口
」は
虫
歯
の
発
生
を
抑
制
す
る

効
果
が
あ
る
が
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、低
学
年
児
童
の
場
合
は
誤
飲
の

リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。実
施
す

る
に
は
保
護
者
の
理
解
、協
力
を
得

る
こ
と
と
学
校
に
お
け
る
実
施
体
制

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。最
終
的

な
判
断
は
地
域
の
実
情
や
保
護
者
の

意
見
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上

一
般
質
問

６
月
定
例
会

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

小
学
校
女
子
児
童
よ
り「
私
は
支
度

で
大
綱
の
上
に
乗
り
た
い
。な
ぜ
女

子
は
乗
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」。

補
聴
器
購
入
助
成
金
の
対
象
を
町

民
65
歳
以
上
と
し
て
替
え
て
ほ
し
い

浜
田
区
民
よ
り
、ご
み
屋
敷
は
悪

臭
、害
虫
や
ね
ず
み
の
発
生
、出
火

や
放
火
の
危
険
性
や
近
隣
住
民
に

大
き
な
不
安
と
悪
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
、対
策
を
求
め
る

ご
み
出
し
困
難
な
高
齢
者
の
支
援
を

そ
の
他
の
質
問

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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く
じ
ら
橋
南
側
交
差
点

　
　
安
全
対
策
強
化
を

早急に安全対策を !（くじら橋南側交差点）

で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
に
つ
い
て

の
講
話
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
活
用

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

育
成
、
研
修
を
行
っ
て
い
る
方
が
、

市
町
村
の
防
災
計
画
に
最
新
情
報
が

反
映
さ
れ
て
な
い
も
の
や
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
あ
る
。
本

町
の
防
災
計
画
に
最
新
情
報
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
、
間
違
い
が
な
い

の
か
専
門
家
の
助
言
が
重
要
だ
と
思

う
。
職
員
向
け
の
研
修
や
地
域
住
民

向
け
の
講
座
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

年
に
１
回
で
も
活
用
を
検
討
で
き
な

い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

防
災

力
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
制
度
だ

と
思
っ
て
い
る
。
制
度
内
容
を
把
握

し
、
気
象
台
に
も
確
認
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
単
発
で
年
に
１
回
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

３
月
議
会
で
、
与
那
原
東

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
く
じ
ら
橋
南

側
交
差
点
の
信
号
設
置
に
関
す
る
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
た
。
趣
旨
の
２
番

目
に
「
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

安
全
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」
と
あ

る
が
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

横
断

歩
道
の
両
端
に
手
旗
を
設
置
し
、
手

前
の
ほ
う
に
歩
行
者
あ
り
と
い
う
看

板
を
立
て
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。

質
問　

全
国
で
横
断
者
注
意
喚
起

灯
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
で
き

な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

横
断

す
る
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、

と
て
も
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
設
置
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問
・
提
言　

設
置
に
は
２
２
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
の
活
用
や
町
内
企
業
か
ら
寄
付

を
募
り
応
援
し
て
も
ら
う
と
い
う
方

法
も
あ
る
。
重
大
な
事
故
が
発
生
す

る
前
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

城
間
副
町
長　

10
年
前
か
ら
、
信

号
機
の
設
置
要
望
が
出
て
い
る
箇
所

で
、
非
常
に
危
険
な
状
況
と
実
感
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
等
も
活
用

で
き
る
の
で
、
早
急
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

気象専門知識で防災力アップを！
― 気象防災アドバイザー活用 ―

一
般
質
問

６
月
定
例
会

質
問　

本
町
の
防
災
力
を
強
化
す
る

た
め
に
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

大
雨

や
台
風
時
に
沖
縄
気
象
台
と
連
携

し
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
気

象
状
況
の
確
認
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
、
避
難

情
報
発
令
の

判
断
や
防
災

会
議
の
資
料

を
得
て
い
る
。

現
時
点
で
は

活
用
は
考
え

て
い
な
い
が
、

平
時
の
職
員

の
防
災
力
向

上
や
、
学
校

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

国
民
保
護
法
と
戦
争

き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。町
財
政
に

負
担
が
か
か
る
が
前
向
き
に
捉
え
て

い
き
た
い
。

質
問　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
済
効

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

平
成
24

年
か
ら
令
和
５
年
の
12
年
間
で
２
３

０
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
、金
額
に

し
て
約
３
億
４
千
万
、補
助
金
額
は

約
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。経
済
効

果
は
正
確
に
は
現
せ
な
い
が
、か
な
り

の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

町
内
住
居
の
修
繕
箇
所
は
ま

だ
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。昨
今
は

諸
物
価
の
変
動
等
が
あ
り
、回
数
、補

助
率
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

城
間
副
町
長　

私
も
見
直
し
の
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
。詳
細
に
検
討
し

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

政
府
は
先
島
12
万
全
住
民

を
九
州
各
地
に
避
難
さ
せ
る
計
画
を

し
て
い
る
。国
民
保
護
法
で
は「
い
か

な
る
事
態
に
も
備
え
よ
」と
な
っ
て
い

る
が
、町
民
の
保
護
計
画
は
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

先
島

の
有
事
は
一
緒
だ
と
認
識
し
て
い
る

が
、避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
等
を
設
け
る
計

画
は
な
く
、今
後
も
国
の
方
針
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

自
衛
隊
の
指
揮
権
を
米
軍
が

握
る
中
、先
島
及
び
沖
縄
本
島
の
ミ

サ
イ
ル
が
台
湾
方
面
を
睨
ん
で
い

る
。ア
メ
リ
カ
は
中
国
は
一
つ
と
認
め

な
が
ら
、中
国
が
台
湾
に
侵
攻
し
た

ら
攻
撃
す
る
と
言
い
は
な
っ
て
い
る

事
に
つ
い
て
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

照
屋
町
長　

そ
う
な
ら
な
い
様
に
日

本
政
府
は
外
交
を
重
視
し
、専
守
防

衛
を
は
っ
き
り
と
示
し
、主
体
性
を

持
っ
て
行
動
す
べ
き
だ
と
思
う
。

学校給食費無償化で保護者の負担軽減を
― 沖縄県は中学生を対象に提案  本町の対応明確に！ ―

質
問　

沖
縄
県
は
、各
市
町
村
と
折

半
し
、中
学
生
を
対
象
に
給
食
費
の

無
償
化
を
提
案
し
て
い
る
が
、ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

大
城
学
校
教
育
課
長
補
佐　

保
護

者
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、町
財
源
が
対
応
出
来
る
か

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

質
問　

本
来
、教
育
費
は
無
償
と
憲

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
を
政
府

は
守
っ
て
い
な
い
。子
供
の
貧
困
を
み

か
ね
て
、や
む
な
く
各
自
治
体
が
実

施
し
て
い
る
。与
那
原
町
も
貧
困
対

策
と
し
て
実
施
に
向
け
努
力
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

照
屋
町
長　

教
育
費
の
無
償
化
は
憲

法
で
う
た
わ
れ
て
お
り
、ま
さ
に
そ
の

通
り
で
あ
り
、国
の
責
任
で
負
担
す
べ

一
般
質
問

６
月
定
例
会

我 謝 孟 範
が　 じゃ　 もう   はん

 議員

（国、地方公共団体等の責務）
第三条　国は、国民の安全を確保するため、武力攻撃事態等に備えて、あらかじめ、国民の保護
　のための措置の実施に関する基本的な方針を定めるとともに、武力攻撃事態等においては、そ
　の組織及び機能のすべてを挙げて自ら国民の保護のための措置を的確かつ迅速に実施し、
　又は地方公共団体及び指定公共機関が実施する国民の保護のための措置を的確かつ迅
　速に支援し、並びに国民の保護のための措置に関し国費による適切な措置を講ずること等に
　より、国全体として万全の態勢を整備する責務を有する。

武力攻撃事態等における国民の
　　保護のための措置に関する法律

平成十六年
法律第百十二号

住宅リフォーム
12年間で約４千万円

町が補助！

中学生の教育費・
給食費を無償にし、
町の貧困対策を!!

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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2024年４月３日午前、台湾付近を震源とする津波
警報が発令後、避難所へ移動する車両＝与那原町

観光交流駐車場

社会福祉協議会前交差点

町役場駐車場

東浜地区内

津波警報発令による
　　避難者や施設の状況

う
事
も
あ
り
、
車
を
利
用
し
た
避
難

が
多
く
、
町
内
で
も
交
通
渋
滞
が
発

生
し
、
避
難
所
へ
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
な
い
住
民
も
い
た
。
町
民
に

対
し
て
、
車
を
利
用
し
な
い
避
難
の

再
周
知
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
に
お
い
て
は
、
平
日
の
日
中

で
、
役
場
や
観
光
交
流
施
設
の
職
員

が
出
勤
し
て
い
た
為
、
避
難
所
開
設

は
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
た
が
、
夜

間
に
同
様
な
対
応
が
で
き
る
か
が
今

後
の
課
題
。

質
問　

避
難
協
定
を
結
ん
で
い
る
施

設
や
ア
パ
ー
ト
が
何
箇
所
か
あ
る

が
、
そ
こ
へ
避
難
し
た
方
々
を
本
町

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

沖
縄

女
子
短
期
大
学
へ
約
１
３
０
名
位
の

方
が
避
難
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い

る
が
、
そ
の
他
の
津
波
避
難
ビ
ル
に

関
し
て
は
、
把
握
で
き
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
・
提
言　

役
場
や
観
光
交
流

施
設
な
ど
に
は
水
や
防
災
グ
ッ
ズ
、

食
料
な
ど
は
置
か
れ
て
い
る
が
、
本

町
が
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い
る
、

与
原
公
園
や
沖
縄
女
子
短
期
大
学
、

そ
の
他
避
難
所
な
ど
に
は
、
そ
う
い
っ

た
備
蓄
倉
庫
は
現
状
な
い
。
基
本
、

避
難
す
る
と
き
に
は
水
や
食
料
な
ど

を
、
常
日
頃
か
ら
自
分
で
準
備
し
て

お
く
の
が
基
本
な
の
は
知
っ
て
い
る

が
、
せ
め
て
水
だ
け
で
も
置
け
る
よ

う
な
倉
庫
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
与
原
公
園
、
沖
縄
女

子
短
期
大
学
に
関
し
て
は
日
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
避
難
警
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
の
約
２
時
間
、
炎
天
下

で
大
変
だ
っ
た
と
の
声
も
あ
っ
た
。

今
後
は
そ
の
部
分
も
改
善
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

与
原

公
園
に
関
し
て
は
、
今
後
拡
張
整
備

工
事
に
伴
い
、
防
災
施
設
の
位
置
づ

け
も
あ
る
の
で
、
担
当
課
と
調
整
し

な
が
ら
、
設
置
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
他
の
津
波
避
難
ビ

ル
や
、
個
人
の
ア
パ
ー
ト
等
に
は
備

蓄
食
料
な
ど
を
置
く
の
は
困
難
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
置
い
て
い
た
だ
け
る

場
所
に
関
し
て
は
、
今
後
倉
庫
を
置

け
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

今回の津波避難における問題点をどう考える
― 各避難場所へ備蓄倉庫設置を！ ―

一
般
質
問

６
月
定
例
会

質
問　

前
回
は
深
夜
だ
っ
た
が
、
今

回
は
日
中
に
津
波
避
難
警
報
が
発
令

さ
れ
た
。
前
回
と
今
回
で
の
避
難
場

所
設
置
も
含
め
、
新
た
に
見
え
た
課

題
点
は
。

金
城
生
活
安
全
課
長　

他
市
町
村

で
も
そ
う
だ
が
、
今
回
は
日
中
と
い 松 長 康 二

まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

自
治
会
交
付
金
を
開
始
し
て
10

年
。内
容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、本
町
の
考
え
は
。

総
務
財
政
委
員
会
で
、陳
情
書
も

採
択
さ
れ
て
い
る
、学
童
施
設
へ
の

家
賃
補
助
に
つ
い
て
、本
町
の
考
え

は
。

そ
の
他
の
質
問

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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　与那原町議会では、本条例を策定するにあたり、平成22年3月に「与那原町議会活性
化特別委員会」を設置し、議会活性化の取り組みの一環として調査・研究を重ねてまいり
ました。その間には議会報告会、一般会議など与那原町議会としては初の試みを行うな
ど、着実に議会改革を進めてきました。そして、それらを踏まえてさらに調査・研究を重ね
た結果、平成25年2月の町議会臨時会において、与那原町議会基本条例を提案、全会一
致により可決しました。可決後、平成25年4月1日より施行開始、現在に至ります。

与
那
原
町
議
会
基
本
条
例

議会基本条例ができるまで　

与那原町の町魚
「ヨナバルマジク」

議
会
基
本
条
例
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
／
前
文

町
議
会
の
役
割
と
仕
組
み

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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議会基本条例    つのポイント5
議会報告会の開催（第4条関係）
年1回以上、議会活動の報告を行います。

※反問権とは…議員の質問に対して執行部から逆質問をすることのできる権利

1
Point

執行部の反問権（第5条関係）
議員からの質問に対して、論点・争点をより明確にするため、反問権を持たせます。2

Point

町の重要な計画を議決事項とします（第8条関係）
総合計画、都市計画マスタープラン等は町の重要な計画であるため、議決対象とします！3

Point

● 第９回 議会報告会「かたやびら よなばる」を
　昨年の９月22日（金）上の森かなちホールに
　て開催しました。
● 各常任委員会より所管事業視察報告
　〈総務財政常任委員会〉
　　首都圏外郭放水路・横浜市民防災センター他
　〈建設文教常任委員会〉
　　「水の都ひろしま」まちづくり事業
　　宮島町・千光寺（尾道市）ロープウェイ視察

与那原町総合計画 与那原町都市計画マスタープラン

与那原町高齢者保健福祉計画 与那原町子ども・子育て支援事業計画

各計画の概要

　与那原町のまちづ
くりの最も上位に位
置づけられる計画で、
町の将来像を描くも
のであり、その分野は
教育・福祉、生活環境、
産業など多岐にわた
ります。

　高齢者が住み慣れ
た地域で暮らし続けら
れる環境づくりやその
ために必要な取り組
みを整理し、本町にお
いて実施するべき施
策を取りまとめるもの
です。

　都市形成の基本的な
方針や地域のまちづくり
方針を定めることで、各
地域が連携し魅力ある都
市を形成することを目的
に策定されており、20年
後の『都市将来像』とそ
の将来像の実現に向けた
『都市計画の指針』を具
体的に示しています。

　幼児期の教育や保育、
学童期の児童の放課後
の過ごし方、子育て支援
などに関するニーズの把
握を行い、「質の高い幼
児期の教育・保育の提
供」、「地域における子育
て支援の充実」などの適
切なサービスの提供を図
るとともに、次世代育成
支援の推進のために策定
したものです。

「第９回 議会報告会「かたやびら よなばる」開催＝2021年9月22日

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
９
月
）
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　与那原町は、昭和24年（1949年）４月に旧大里村（現南城市）から分離・独立し、５月には町議会

が開設された。先人たちの苦難の中から創造した与那原町は伝統と町民のまちを愛する誇りに支え

ら れて、進取の気風に根差した自治の気概が存在する町である。

　与那原町議会は町長と同様に町民から直接選挙で選ばれた与那原町を代表する機関である。

　議会と町長は、ともに町民の信託を受けて活動し、議会は多人数による合議制の機関として、また、

町長は独任制の機関として、対等な代表機関として存在する。この二つの代表は互いに異なる特性

を 持ち、その特性を活かして競争し、協力する緊張関係に立って与那原町として最良の意思決定を

導く ことが双方の役割と責務である。

　議会は、その権能を発揮し、町民の代表機関として、町民の積極的な地域活動を尊重し、町の発展

と町民福祉の向上のためにその使命を果たすべく、役割と責務は地方分権時代の今日ますます大き

くなっている。

　議会は、自治体事務の立案、決定、執行、評価において自由かっ達な議論を通して論点、争点を明

らかにして、広く町民に公開することが議会に課せられた使命である。

　このような使命を達成するために本条例を制定する。我々は、地方自治法が定める規定を遵守し、 

積極的な情報公開、政策活動への町民参加の推進、町長等行政機関との持続的な緊張関係の保

持、議員の自己研爵と資質の向上、公正性と透明性の確保について、この条例に独白の議会運営ル

ール を策定し、町民と歩む協働型議会を目指したいと思う。

前文

● 議長は、議会が討論の場であることを認識し、議員相互間の自由討議を中心とした運営を行うよう
　規定
● 議会はそれぞれの会議における議案審議の結論を出すにあたっては、議員相互間の自由討議に
　よって多様な意見を出し合った上で合意形成に努めるをこを規定
● 議員は自由闊達な討議を経て、自らも積極的に議案提出を行う努力をすることを規定

※一般会議とは…町民と議員が町政全般にわたって自由に情報および意見を交換することのでき
　る場

議員間の自由討議を行います（第9条関係）
議員同士の活発な議論により町政の課題を明確化し、政策提言へ結びつけます。4

Point

一般会議の設置
様々な行政課題に迅速かつ適切に対応するため、町民と議員との情報および意見交換の場を
持ちます。

5
Point

　前文では、議会基本条例制定の趣旨や条例の意義について定めています。まず本町の
歴史、成り立ちについて触れ、それを踏まえて今後議会が果たすべき使命がどのようなもの
なのかを述べています。そしてその使命を果たすために本条例の制定を宣言しています。
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　町議会と町長との関係性、役割を示したのが上の図です。町議会と町長は、共に町民を直接代表す
る機関であると共に、対等の立場にあり、町政について議論しながら町民生活の向上に努めています。

　町民の代表として選挙により選ばれ、町民に代わって町政の運営を行うのが「町議会議員」と
「町長」です。町議会は議員で構成され、町政を進めるうえでの町の意思を決定したり、町政が正し
く運営されているかチェックをする機関です。町の議決機関もしくは意思決定機関といいます。
　一方、町議会で決定したことを実行していくのが町長、教育委員会などで、執行機関といいます。

町 議 会 の 役 割 と 仕 組 み 

町議会
（議決機関）

町　長
（執行機関）

町　民

提案された予算、条例などを
審査、決定する。

予算、条例などを提案

行政
サー
ビス
の提
供要望を聞く

選挙
によ
って
選ぶ

選挙によって選ぶ

陳情・請願など要望を
伝える

　町政に対して、町民は要望や希望を直接反映させるための方法として、誰でも請願や陳情を議会に提出
することができます。提出された請願・陳情は受理されたのち、定例会において、所管の委員会に付託・審査
されます。その後、審査報告書として議長に提出され、本会議にて表決を行います。また、提出者には審議
結果（継続審査を除く）を通知しています。

※提出方法については、議会ＨＰをご覧いただくか議会事務局までお問い合わせください。

議会への要請（請願・陳情）

請願・陳情の提出
提出された請願・陳
情を委員会へ付託
後、審査

本会議において採
択・不採択の決定

請願・陳情の提出者
へ結果を報告

採択された場合、請願・
陳情を意見書として国や
県、町長などへ送付
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編
集
後
記

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、ま

ち
一
番
の
神
事「
与
那
原
大
綱
曳
」

が
無
事
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。皆

さ
ま
楽
し
ま
れ
ま
し
た
か
。

　

遡
る
こ
と
十
六
世
紀
、日
照
り

続
き
で
害
虫
が
発
生
し
稲
が
不

作
、人
々
が
餓
え
に
あ
え
い
で
い
た

時
に「
村
人
総
出
で
鉦
や
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
、大
声
で
大
綱
を
曳

け
。そ
う
す
れ
ば
虫
は
逃
げ
雨
が

降
り
稲
が
育
つ
」と
長
老
か
ら
言

葉
を
授
か
り
、そ
の
通
り
に
し
た

と
こ
ろ
豊
作
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

「
与
那
原
大
綱
曳
」が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

１
本
の
ワ
ラ
か
ら
５
ト
ン
の
大

綱
が
出
来
上
が
る
の
も
、支
度
が

大
綱
に
乗
っ
て
道
ジ
ュ
ネ
ー
が
で

き
る
の
も
、町
民
み
ん
な
の
団
結

力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。大
綱
曳
が

終
了
し
て
も「
ま
た
来
年
！
」と
熱

い
気
持
ち
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。誇

り
あ
る「
大
綱
曳
の
ま
ち
」の
伝
統

文
化
を
子
へ
孫
へ
、い
つ
い
つ
ま
で

も
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

※議長の主な日程を抜粋して掲載しております。（令和６年６月～令和６年７月）

【６月】  
12日 ・与那原大綱曳協力事業進発式
21日 ・与那原町慰霊祭
22日 ・第４回Yonabaruフィッシングフェス
 29日 ・陸上自衛隊八重瀬分屯地創立51
　　　周年・第15高射特科連隊創隊10

　　　　　　　　　　 周年記念式典
【７月】  
 １日 ・与那原町商工会 町産品・町内企業優先使用の要請
 ４日 ・沖縄県町村議会議長会 定例役員会
 ５日 ・県産品優先使用要請行動受入れ
 ９日 ・南部地区町村議長会調整会議

11日 ・夏の交通安全県民運動開始式
14日 ・各区綱づくり激励あいさつ回り
　　　（大見武・与原・新島・港・当添）
17日 ・全員協議会（広域学校給食センター整備について）
　　 ・議友会役員会
20日 ・ウマチー綱
21日 ・各区綱づくり激励あいさつ回り
　　　（東浜・上与那原・森下・県営与那原団地・板良敷）
28日 ・各区綱づくり激励あいさつ回り
　　　（浜田・中島・江口）
31日 ・DMAT能登半島地震支援活動報告会
　　　（南風原中央公民館 黄金ホール）

議 長 活 動 報 告

議会広報常任委員会
委　員 相羽としえ

9月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶25日（水）・26日（木）・27日（金）5日（木）～27日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

【お詫びと訂正】
令和６年７月1日発行の「議会だより
141号（裏表紙）ヒーローインタビュー」
の画像キャプションに誤りがありまし
た。訂正してお詫びいたします。

（誤）R４年度
　　国体（栃木）沖縄選手団

（正）R４年度
　　全国インターハイ

（正））R４年度
　　国体（栃木）沖縄選手団

（誤）R４年度
　　全国インターハイ

R５年度 鹿児島国体 なぎなた競技
少年女子演技競技【１位】
泉水さん＝写真右

R５年度 鹿児島国体 なぎなた競技
少年女子演技競技【１位】
泉水さん＝写真左
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 仲里 泰一
なかざと たいいち

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

タ
イ
ト
ル「
書
」

つつい

筒井ジャクソンさん
（与那原東小5年生）

きんじょう そうすけ

金城  颯助さん
  （与那原小5年生） 

ヒーロー・ヒロインインタビュー

第42回 与那原大綱曳まつり

与那原大綱曳の支度に選ばれた時と
本番前の気持ちは？

金城さん：去年も参加したしウマチー綱もやっ

た。大綱に乗ってみるかと聴いてビックリした

けど、やりたいな～って。今日は朝から緊張して
いる。

筒井さん：何回も参加してて去年六尺の衣装を

着て太鼓を叩いた。楽しみ。

Q

No. 号142
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和６年９月１日発行

６月定例会  一般質問3P

与那原町議会基本条例11P

議長活動報告・12月定例会日程・編集後期15P

金城颯助さん 筒井ジャクソンさん

令和６年度 第２回 議会定例会報告２P

16P ヒーロー・ヒロインインタビュー 

大綱曳のカナチ棒を前に　　　　　   子ども達
西

東

大綱に乗ってみてどうでしたか？

金城さん：怖かったけど楽しかった。来年は大

綱を曳きたい。

筒井さん：上から見て、人が蟻みたいに見え

た。来年はボラをやってみたい。

Q

西

東

将来は何になりたいですか？

金城さん：お父さんが料理上手で、自分もＹｏｕ

Ｔｕｂｅを見ながらお菓子を作る事が好きなの

で「パティシエ」になりたい。

筒井さん：ミニバスケットをやっているので、

将来はカイリー・アービング（ＮＢＡのダラス・

マーベリック所属）みたいになりたい。

Q

西

東

与那原町にお願いしたいこと

金城さん：今のまま、平和で犯罪のない良い与

那原でいてほしい

筒井さん：給食を美味しくして下さい。

Q

西

東

　大綱曳のまち与那原町の最大の神事「与那原大綱曳」の特徴の一つは、琉球の物語
の人物に扮した「支度」とよばれる男性が、大綱に乗って道ジュネーをするところ。今年の
旗持ちとして大役を果たしたのは、西が与那原小学校５年の金城颯助さん、東は与那原
東小学校５年の筒井ジャクソンさんです。体験したばかりのお二人に話を伺いました。

支
度

 

旗
持
ち

東西

し たく

いり あがりそうすけ

撮影 : 相羽としえ


